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  特 集      令和２年度 法人決算概要 ／ 令和３年度 事業計画  

            役員改選について 

            統括施設長より 

 

令和２年度法人決算概要／令和３年度事業計画 

 令和３年６月１７日に開催された評議員会において令和２年度の決算に関する計算書類と事業報告が

承認されましたので、決算内容について公表します。より詳しい内容は法人ホームページまたは、WAM 

NET「社会福祉法人の財務諸表情報等電子開示システム」で公開中です。 

■事業報告 

 令和２年度は、前常務理事森本千尋氏の急逝により、法人にとって大きな激震が走った一年でした。

また、新型コロナウイルスの感染症の拡大に伴い、全事業所は徹底した感染予防対策を行い、幸いにも

朔風の職員及び利用者は１人の感染者も出ずに乗り切ることができました。 

 ただ、新型コロナウイルスにより利用控えや自粛等に伴う収入減も重なり、各事業所とも新規利用者

の確保や利用率の向上及び収支改善に課題を残した１年でもありました。 次年度は、役職員が

一致団結して、利用者を主体とした事業運営を損なうことなく、事業の再編を進め、経営基盤の安定と

支援の質の向上を図って行きたいと思います。 
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■法人単位資金収支計算書（第１号第１様式） 令和２年４月１日～令和３年３月３１日 
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■法人単位事業活動計算書（第２号第１様式） 令和２年４月１日～令和３年３月３１日 

 

 

■法人単位貸借対照表（第３号第１様式） 令和２年４月１日～令和３年３月３１日 
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■令和３年度事業計画 

 朔風はこれまで「いくつになっても地域で安心して暮らせる」仕組みづくりに取り組んでまいりまし

た。令和３年度は、朔風設立２０年目を迎える中、２つの自主事業の廃止及び「えるむ」の事業の見直しを

行いました。札幌市こぶし館につきましては、札幌市障がい福祉課と協議の上、令和３年度より就労移

行支援事業の定員を２０名から１０名に削減し、より効率的で収支が安定するように事業を執り行いま

す。 また、利用者及び保護者からのニーズが多い共同生活援助事業所の新規グループホームを２か

所増設して、更なる地域生活の充実を図っていきます。 

 

 １．指定障がい福祉サービス事業の運営（下線は変更のあった事業） 

   就労継続支援B型「やまはなワークス」（定員３０名） 

   やまはなワークス従たる事業所「さくらんぼ」（定員１０名） 

   就労継続支援B型「札幌社会復帰センター」（定員６０名） 

   就労継続支援B型／就労定着支援「えるむ」（定員２０名） 

   生活介護「ひのき」（定員３０名） 

   生活介護「つくし」（定員２０名） 

   就労継続支援B型「ひいらぎ」（定員２０名） 

   生活介護「小春びより」（定員２５名） 

   就労移行支援・就労定着支援「札幌市こぶし館」（定員１０名） 

   就労継続支援B型（多機能型）「札幌市こぶし館」（定員１０名） 

 ２．居宅支援事業の運営 

共同生活援助「N-34」（定員６名）  共同生活援助「円山さくら」（定員４名） 

共同生活援助「ウッドベル山鼻」（定員４名）  共同生活援助「さくら下手稲」（定員５名） 

共同生活援助「はるかぜ」（定員５名）  共同生活援助「あさひ」（定員４名） 

共同生活援助「N28」（定員５名）  共同生活援助「ひかりに」（定員５名） 

共同生活援助「ノール中の島」（定員４名）  共同生活援助「北時計」（定員５名）★新設 

共同生活援助「とみおか」（定員４名）  共同生活援助「ほたる」（定員５名）★新設 

 ３．単独型短期入所事業の運営 

   短期入所「うみかぜ」 

   短期入所「つくしホーム」 

   短期入所「じゅーく」 

 ４．高齢者棟の運営 

   共同生活援助「そら」（定員１９名） 

   日中サービス支援型共同生活援助「あおぞら」（定員１６名） 

 ５．指定特定相談支援事業「相談室ベガ」の運営 

 ６．法人自主事業 地域生活支援「サポートやまはな」の運営 

 ７．法人本部事務局の運営 

 ８．地域交流・貢献事業 つくし地域交流多目的施設の運営 

２つのグループホーム

を移転・新設しました 

左：ほたる 

下：N28（１階） 

  北時計（２階） 
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役員改選が行われました   

 社会福祉法人の経営組織は理事・評議員・監事から構成されています。令和３年６月の任期満了に伴

って役員の改選が行われ、朔風の設立以来長きに渡ってお力添えをいただきました高橋英志氏、相沢

瀏氏の両評議員が退任されることとなりました。 

 新任となる２名の方をお迎えして評議員７名、また再任となる理事６名、監事２名が就任されましたの

で、改めてお知らせします。（敬称略） 

理事  評議員  監事 

 中山 慶治〈理事長〉   中原 明   成田 義晃 

 河原 昌春   小林 保文   外山 貞雄 

 及川 正治   宮西 洋子    

 岩間 安泰   松井 英樹    

 坂井 篤   門内 勇治    

 宍戸 勝   樋口 賢治（新任）    

    小玉 和則（新任）    

 

統括施設長より   

 朔風が設立されたのは平成１４（2002）年１月でした。年が明けると２０年を迎えます。２２年前に「社会

福祉基礎構造改革」で、社会福祉制度が大幅に見直しされたことが一つのきっかけになりました。 

 また、当時は札幌市手をつなぐ育成会が札幌市の補助を受けて作業所や生活寮を運営していまし

たが、市の財政難により補助事業の存続が危ぶまれました。そこで社会福祉法人を立ち上げて法定社

会福祉事業へ転換することを決め、朔風が誕生したのです。 朔風では、一貫して「利用者のために」

必要なサービスは制度にこだわらず提供しようと事業を作ってきました。この方針は変わることはあり

ません。しかし一方で、措置から契約に制度が変化した社会福祉法人も「経営」が求められる時代です。

令和２年には障がい福祉事業者の倒産と休廃業・解散が全国で１２７件と、２年連続で１００件を上回って

いるそうです。 法人が長期的に安定した経営を維持するため、事業の再編も

視野に入れながら、求められる質の高いサービスを変わらずに提供するという

課題に取り組んでいく必要があります。これまで粉骨砕身されてきた先人には

力が及ぶべくもありませんが事務局長はじめ管理者、職員、役員と力を合わせ

努力しますので、ご理解ご支援を頂きますようお願い申し上げます。 （岩間安泰） 
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熱中症にならないために 

 
 気温や湿度がどんどん上がってしまうようなとき、「熱中症」になる人が多くなります。人の

もっている「からだが熱くなりすぎないようにする」はたらきが崩れてしまうせいです。頭痛や

めまい・吐き気などを起こして体調が悪くなり、重症になると亡くなることもあるため注意が必

要です。 暑い日に外に出るときは、近くの人と２メートル以上離れているならマスクを外して

もかまいません。そして、家や建物の中でも熱中症にかかることがあります。のどがかわいてい

なくてもこまめに水分を取り、たくさん汗をかいたときは塩分も取るようにしましょう。 
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